
 

（（３３））智智頭頭急急行行株株式式会会社社経経営営状状況況報報告告書書 

 

法人の概要（令和７年６月３０日現在） 

１ 名 称  智頭急行株式会社 

２ 目 的  鉄道事業法による旅客の運送業及びこれに付帯又は関連する事業を

営むことを目的とする。 

３ 設立登記年月日  昭和６１年５月３１日 

４ 資 本 金  ４５０，０００，０００円（９，０００株） 

５ 株 主  鳥 取 県９９９９９１５２，５００，０００円（３，０５０株） 

兵 庫 県９９９９９９６０，０００，０００円（１，２００株） 

鳥 取 市９９９９９９５０，５５０，０００円（１，０１１株） 

岡 山 県９９９９９９３６，４５０，０００円（１，７２９株） 

各市町村            ８９，３００，０００円（１，７８６株） 

民間企業            ５８，５００，０００円（１，１７０株） 

各 団 体       ９９９２，７００，０００円（１，７５４株） 

６ 役 員  取 締 役  １５人   監 査 役  ２人 

取 締 役 会 長  平 井 伸 治（鳥取県知事） 

取締役副会長  服 部 洋 平（兵庫県副知事） 

取締役副会長  上 坊 勝 則（岡山県副知事） 

代表取締役社長  西 尾 浩 一 

代表取締役常務  稲 田 雅 也 

取 締 役  深 澤 義 彦（鳥取市長） 

 〃    𠮷𠮷 田 英 人（八頭町長） 

 〃    金 兒 英 夫（智頭町長） 

 〃    青 木 秀 樹（西粟倉村長） 

   〃     萩 原 誠 司（美作市長） 

 〃    庵 逧 典 章（佐用町長） 

 〃    梅 田 修 作（上郡町長） 

   〃     吉 岡 佐和子（株式会社山陰合同銀行代表取

締役専務執行役員） 
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取 締 役  井 上 裕 章（株式会社鳥取銀行常務執行役

員） 

〃     丸 山 明 則（神姫バス株式会社代表取締役

専務取締役） 

監  査  役  広 田 一 恭（倉吉市長） 

 〃    三 宅 智 章（姫路信用金庫専務理事） 

７ 従 業 員  ８８人 

８ 事 務 所  本   社  鳥取県八頭郡智頭町智頭２０５２番地１ 

運 輸 部  鳥取県八頭郡智頭町智頭１８６２番地２ 

大原事業所  岡山県美作市古町１５５０番地２ 
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（３）智頭急行株式会社



 

令 和 ６ 年 度 事 業 実 施 状 況  
 

 令 和 ６ 年 度 は 開 業 30周 年 の 年 回 り で あ り 、 更 な る 利 用 促 進 に 向 け た 取 組 を 積 極 的 に 展 開 す
る と と も に 、 輸 送 の 安 全 確 保 を 最 優 先 に 全 社 員 が 一 丸 と な っ て 取 組 ん だ 結 果 、 無 事 故 で 終 了
し ま し た 。  

１１   輸輸 送送 人人 員員   
特 急 列 車 の 輸 送 人 員 は 、731,624人 (前 年 度 比 100.5％ )と 前 年 度 を 3,604人 上 回 り ま し た 。列

車 別 で は 、ス ー パ ー は く と 号 は 545,977人 (前 年 度 比 102.5％ )と 前 年 度 を 13,404人 上 回 り 、ス
ー パ ー い な ば 号 は 185,647人 (前 年 度 比 95.0％ )と 前 年 度 を 9,800人 下 回 り ま し た 。年 間 を 通 じ
て ス ー パ ー は く と 号 は 前 年 度 並 み で 推 移 し ま し た が 、ス ー パ ー い な ば 号 は 前 年 度 を 下 回 る 傾
向 が 続 き ま し た 。 当 初 見 込 み の 764,246人 と 比 較 す る と 約 4％ 下 回 り ま し た 。  

普 通 列 車 の 輸 送 人 員 は 、 201,547人 (前 年 度 比 103.9％ )と 前 年 度 を 7,497人 上 回 り ま し た 。  
《《 輸輸 送送 人人 員員 》》                           （ 単 位 ： 人 、 ％ ）  

 
 
 
 
  
  
  
  
  
  
  
  

  

  

２２   収収 支支 状状 況況     
（1）営業収益 2,744,869,127 円 

営業収益は、2,745 百万円(前年度比 111.1%)と前年度より 274 百万円の増となりました。旅客運輸収入
は、1,359 百万円(前年度比 117.5%)と輸送人員は前年度並みの推移となりましたが、特急料金改定

により、203 百万円の増となりました。 
運 輸 雑 収 は 、 1,386百 万 円 (前 年 度 比 105.4%)と 平 日 運 休 し て い た ス ー パ ー は く と １ 往 復 が

運 行 さ れ た こ と 等 に よ り 受 取 車 両 使 用 料 が 増 加 し 、 前 年 度 よ り 71百 万 円 の 増 と な り ま し た 。 
営 業 費 用 は 、 2,499百 万 円 (前 年 度 比 104.6%)と 前 年 度 と 比 較 し て 、 給 与 表 改 定

に 伴 う 人 件 費 の 増 加 に 加 え 、 の 増 加 等 に よ り 、 110百 万 円 の 増 と
な り ま し た 。  

営業利益は、246 百万円と前年度より 164 百万円の増益となり、経常 益は、255 百万円と前年度より
170 百万円の増益となりました。 

以上により、前年度に引き続き、2 年連続の黒字となりました。 
なお、国及び自治体からの補助金等を計上する特別損益を加味した税引前当期純利益は 308 百万円とな

りました。  

区    分 第 1 四半期 第 2 四半期 第 3 四半期 第 4 四半期 令和６年度
累計 

スーパー 
はくと 

人 員 118,615 135,134 148,254 143,974 545,977 
乗車率 32.2 36.4 39.9 40.0 37.1 

前年度比 101.1 101.0 104.4 103.2 102.5 

スーパー 
いなば 

人 員 41,481 46,019 51,288 46,859 185,647 
乗車率 33.9 37.7 41.5 39.0 38.0 

前年度比 93.7 91.6 97.1 97.5 95.0 

特急列車 
合 計 

人 員 160,096 181,153 199,542 190,833 731,624 
乗車率 32.6 36.7 40.3 39.7 37.3 

前年度比 99.1 98.4 102.4 101.7 100.5 

普通列車 人 員 51,789 50,946 52,198 46,614 201,547 
前年度比 98.4 99.1 106.2 114.0 103.9 
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（３）智頭急行株式会社



 

（２）収支状況                                  (単位；円、％） 

  
３３   運運 転転 計計 画画 等等   

令 和 7年 ３ 月 の ダ イ ヤ 改 正 を ３ 月 15日 に 実 施 し 、 ス ー パ ー は く と 号 の 毎 日 ８ 往 復 運 転 及 び
普 通 列 車 の JR山 陽 線 ・ 因 美 線 と の 接 続 時 間 を 見 直 す 輸 送 改 善 を 実 施 し ま し た 。  

４４   輸輸 送送 のの 安安 全全 確確 保保 のの たた めめ のの 取取 組組 みみ   
列 車 の 運 転 を 行 う 乗 務 員 に 対 し て は 、 必 要 な 知 識 お よ び 技 能 を 保 有 す る た め の 教 育 ・ 訓

練 を 実 施 す る と と も に 、 事 故 や 設 備 不 良 、 不 審 者 や 鉄 道 テ ロ 等 不 測 の 事 態 が 発 生 し た 時 に
緊 急 事 態 に 備 え た 冷 静 か つ 迅 速 ・ 的 確 に 対 応 で き る よ う 、 警 察 ・ 消 防 ・ Ｊ Ｒ 西 日 本 等 と も
連 携 し 、 さ ま ざ ま な 訓 練 を 実 施 し ま し た 。  

ま た 、 必 要 な 設 備 や 車 両 の 検 査 ・ 修 繕 及 び 更 新 等 を 実 施 し 、 安 全 の 確 保 と 品 質 の 維 持 向
上 に 努 め ま し た 。  

 
 

 
 

区   分  令和6年度 令和5年度 前年度比 前年度差額 

収  
入  

営業収益 2,744,869,127 2,470,842,733 111.1 274,026,394 

 
旅 客 運 輸 収 入  1,359,133,667 1,156,428,066 117.5 202,705,601 

運 輸 雑 収  1,385,735,460 1,314,414,667 105.4 71,320,793 

費  
用  

営 業 費 用  2,498,684,713 2,389,077,331 104.6 109,607,382 

 

人 件 費  567,023,798 514,174,316 110.3 52,849,482 

修 繕 費  815,473,405 789,020,217 103.4 26,453,188 

動 力 費  353,968,817 331,218,064 106.9 22,750,753 

経  費  426,229,528 423,652,662 100.6 2,576,866 

諸  税  55,496,033 55,696,687 99.6 △ 200,654 

減 価 償 却 費  280,493,132 275,315,385 101.9 5,177,747 

営 業 損 益 246,184,414 81,765,402 301.1 164,419,012 

営 業 外 収 益 21,272,069 6,710,890 317.0 14,561,179 

営 業 外 費 用 12,356,918 3,871,732 319.2 8,485,186 

経 常 損 益 255,099,565 84,604,560 301.5 170,495,005 

特 別 利 益 127,054,069 172,238,473 73.8 △ 45,184,404 

特 別 損 失 74,349,353 64,667,008 115.0 9,682,345 

税引前当期純損益 307,804,281 192,176,025 160.2 115,628,256 

法 人 税 等 44,223,800 29,156,700 151.7 15,067,100 

当 期 純 損 益 263,580,481 163,019,325 161.7 100,561,056 

 

令 和 ６ 年 度 事 業 実 施 状 況  
 

 令 和 ６ 年 度 は 開 業 30周 年 の 年 回 り で あ り 、 更 な る 利 用 促 進 に 向 け た 取 組 を 積 極 的 に 展 開 す
る と と も に 、 輸 送 の 安 全 確 保 を 最 優 先 に 全 社 員 が 一 丸 と な っ て 取 組 ん だ 結 果 、 無 事 故 で 終 了
し ま し た 。  

１１   輸輸 送送 人人 員員   
特 急 列 車 の 輸 送 人 員 は 、731,624人 (前 年 度 比 100.5％ )と 前 年 度 を 3,604人 上 回 り ま し た 。列

車 別 で は 、ス ー パ ー は く と 号 は 545,977人 (前 年 度 比 102.5％ )と 前 年 度 を 13,404人 上 回 り 、ス
ー パ ー い な ば 号 は 185,647人 (前 年 度 比 95.0％ )と 前 年 度 を 9,800人 下 回 り ま し た 。年 間 を 通 じ
て ス ー パ ー は く と 号 は 前 年 度 並 み で 推 移 し ま し た が 、ス ー パ ー い な ば 号 は 前 年 度 を 下 回 る 傾
向 が 続 き ま し た 。 当 初 見 込 み の 764,246人 と 比 較 す る と 約 4％ 下 回 り ま し た 。  

普 通 列 車 の 輸 送 人 員 は 、 201,547人 (前 年 度 比 103.9％ )と 前 年 度 を 7,497人 上 回 り ま し た 。  
《《 輸輸 送送 人人 員員 》》                           （ 単 位 ： 人 、 ％ ）  

 
 
 
 
  
  
  
  
  
  
  
  

  

  

２２   収収 支支 状状 況況     
（1）営業収益 2,744,869,127 円 

営業収益は、2,745 百万円(前年度比 111.1%)と前年度より 274 百万円の増となりました。旅客運輸収入
は、1,359 百万円(前年度比 117.5%)と輸送人員は前年度並みの推移となりましたが、特急料金改定

により、203 百万円の増となりました。 
運 輸 雑 収 は 、 1,386百 万 円 (前 年 度 比 105.4%)と 平 日 運 休 し て い た ス ー パ ー は く と １ 往 復 が

運 行 さ れ た こ と 等 に よ り 受 取 車 両 使 用 料 が 増 加 し 、 前 年 度 よ り 71百 万 円 の 増 と な り ま し た 。 
営 業 費 用 は 、 2,499百 万 円 (前 年 度 比 104.6%)と 前 年 度 と 比 較 し て 、 給 与 表 改 定

に 伴 う 人 件 費 の 増 加 に 加 え 、 の 増 加 等 に よ り 、 110百 万 円 の 増 と
な り ま し た 。  

営業利益は、246 百万円と前年度より 164 百万円の増益となり、経常 益は、255 百万円と前年度より
170 百万円の増益となりました。 

以上により、前年度に引き続き、2 年連続の黒字となりました。 
なお、国及び自治体からの補助金等を計上する特別損益を加味した税引前当期純利益は 308 百万円とな

りました。  

区    分 第 1 四半期 第 2 四半期 第 3 四半期 第 4 四半期 令和６年度
累計 

スーパー 
はくと 

人 員 118,615 135,134 148,254 143,974 545,977 
乗車率 32.2 36.4 39.9 40.0 37.1 

前年度比 101.1 101.0 104.4 103.2 102.5 

スーパー 
いなば 

人 員 41,481 46,019 51,288 46,859 185,647 
乗車率 33.9 37.7 41.5 39.0 38.0 

前年度比 93.7 91.6 97.1 97.5 95.0 

特急列車 
合 計 

人 員 160,096 181,153 199,542 190,833 731,624 
乗車率 32.6 36.7 40.3 39.7 37.3 

前年度比 99.1 98.4 102.4 101.7 100.5 

普通列車 人 員 51,789 50,946 52,198 46,614 201,547 
前年度比 98.4 99.1 106.2 114.0 103.9 
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（３）智頭急行株式会社



 

 
〔 主 な 修 繕 の 状 況 〕                         （ 単 位 ： 千 円 ）  

〔 主 な 設 備 投 資 の 状 況 〕                       （ 単 位 ： 千 円 ）  
 主な工事 金額 補助事業 

電気 平福・大原間 ATS－P 装置更新(注１) 59,600 補 
河野原円心・久崎間軌道回路装置更新（設備設置工事） 20,000 補 
気象観測設備改良（システム改良等） 18,200 補 
旅客案内放送装置改良 83,000 補 
志戸坂 T 高圧受電設備更新他 13,000  

小計 193,800  
車両 HOT7000 系エンジン(6 台) 31,740  

HOT3500 系変速機（注 2）（3 台） 20,940  
小計 52,680  
合計 246,480  

※主な修繕及び主な設備投資については、10,000 千円以上の工事を記載しています。 
注１：ATS－P(自動列車停止装置 P 形)は、列車の速度を連続的にチェックし、停止(赤)信号や制限速度

を超えて異常な運転をされることの無いよう自動でブレーキをかけて停止、減速させる装置 
注 2：オートマチックトランスミッション 

５５   主主 なな 企企 画画 きき っっ ぷぷ のの 発発 売売 状状 況況 等等   
JR 西 日 本 と 連 携 の 企 画 き っ ぷ の 「 東 京 往 復 割 引 き っ ぷ 」 の 発 売 状 況 は 、 前 年 同 期 を 上 回

り 、 令 和 ６ 年 度 累 計 に お い て は 12.3％ の 増 と な り ま し た 。  
智 頭 急 行 独 自 の 企 画 き っ ぷ に つ い て は 、 普 通 列 車 で 通 年 ご 利 用 可 能 な 「 智 頭 線 普 通 列 車

1 日 乗 車 券 」 が 、 前 年 度 と 同 じ 発 売 枚 数 で 推 移 し ま し た 。 そ の 他 の 「 優 ユ ウ き っ ぷ 」、「 特
殊 回 数 乗 車 券 」 は 、 い ず れ も 前 年 度 を 上 回 り ま し た が 、「 楽 ラ ク き っ ぷ 」 は 前 年 度 を 下 回 り
ま し た 。  

（ 1） JR 西 日 本 と 連 携  
従 来 の 特 別 企 画 き っ ぷ （ カ ッ コ 内 は 令 和 ５ 年 度 比 ）  

企 画 き っ
ぷ  第 1四 半 期  第 2四 半 期  第 3四 半 期  第 4四 半 期  令和６年度

累 計 前年度からの増減 

東 京 往 復  
割 引 き っ
ぷ  

467 枚 
(129.0%) 

447 枚 
(114.0%) 

534 枚 
(111.0%) 

464 枚 
(99.4%) 

1,912 枚 
(112.3%) 210枚  

 

 

 

 主な工事 金額 補助事業 
線路 尾見・馬々瀬高架橋修繕他 40,500 補 

平福・恋山形駅間ロングレール交換 12,150 補 
上郡・智頭間レール細密検査 10,710  
智頭トンネル路盤修繕 22,614  

小計 85,974  
車両 HOT7000 冷房装置整備工事 23,730  

HOT3500 系重要部検査工事 24,365  
小計 48,095  
合計 134,069  

－ 48 －
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（ 2） 智 頭 急 行 独 自  
普 通 列 車 関 係 （ カ ッ コ 内 は 令 和 ５ 年 度 比 ）  

企画きっぷ 第 1 四半期 第 2 四半期 第 3 四半期 第 4 四半期 令和６年度累計 前年度からの増減 
智頭線普通列車 
1 日乗車券(5 月から発

売) 
大人 2,000 円 
小児 1,000 円 

269 枚 
(165.0％) 

397 枚 
(81.7％) 

368 枚 
(146.6％) 

 
173 枚 

(56.4％) 
 

1,207 枚 
(100％) ― 

特殊回数乗車券 
3,000 円 

(100 円券/33 枚綴り) 

23 冊 
(135.3％) 

14 冊
(60.9％) 

24 冊
(100.0％) 

33 冊
(235.7％) 

94 冊 
(120.5%) 16 冊 

楽ラクきっぷ 
(70 歳以上の方) 

2,500 円 
(100 円券/33 枚綴り) 

22 冊 
(59.5％) 

20 冊
(87.0％) 

17 冊
(68.0％) 

17 冊
(89.5％) 

76 冊 
(73.1%) △28 冊 

優ユウきっぷ 
(運転免許返納者) 

1,500 円 
(100 円券/33 枚綴り) 

29 冊 
(111.5％) 

30 冊
(130.4％) 

30 冊
(115.4％) 

17 冊
(65.4％) 

106 冊 
(105.0%) 5 冊 

 
６６   令令 和和 ６６ 年年 度度 のの 鉄鉄 道道 運運 転転 事事 故故 等等 にに つつ いい てて   

令 和 ６ 年 度 は 、 自 社 線 で の 鉄 道 運 転 事 故 、 イ ン シ デ ン ト の 発 生 は な か っ た も の の 、 普通列
車のデッドマンブレーキ装置が機能しない状態で走行した事象が発生しました。 

（ 1） 輸送障害の発生状況（運休または 30 分以上の遅延） 
・部外原因 16 件（JR 線内の列車遅延の影響、雨運転規制の影響） 
・部内原因 2 件（車両の不具合） 

（ 2） 普通列車のデッドマンブレーキ装置が機能しない状態で走行した事象 
発生日時 令和 6 年 8 月 23 日（金）午前 11 時 45 分頃 
発生場所 大原駅～上郡駅間 
概  況 当該運転士が走行中に変速装置が切り替わらないことに気付き、上郡駅到着後に機器点検を

したところ、「速度検出」のブレーカーが通常扱う位置ではなく「切」となっていたため、
ブレーカーを「入」として、正常に扱う位置としました。このブレーカーは、車軸の回転か
ら車両の回転速度を判定する機器のことで、正常位置に扱われていないと運転士が気を失う
などしたときに自動的に列車を停止させる装置（デッドマン装置）が動作しない状態となり
ます。 

対  応 原因が前日の検査終了時に速度検出のブレーカー入れ忘れ及び出区点検時での速度検出ブレ
ーカーの確認漏れであったため、事象発生の翌日運用する車両からブレーカー及びスイッチ
類に正常位置が分かるように緑シールを貼って誤扱いを防止した他、車両検査終了時にダブ
ルチェックを徹底するよう指導を行いました。 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
〔 主 な 修 繕 の 状 況 〕                         （ 単 位 ： 千 円 ）  

〔 主 な 設 備 投 資 の 状 況 〕                       （ 単 位 ： 千 円 ）  
 主な工事 金額 補助事業 

電気 平福・大原間 ATS－P 装置更新(注１) 59,600 補 
河野原円心・久崎間軌道回路装置更新（設備設置工事） 20,000 補 
気象観測設備改良（システム改良等） 18,200 補 
旅客案内放送装置改良 83,000 補 
志戸坂 T 高圧受電設備更新他 13,000  

小計 193,800  
車両 HOT7000 系エンジン(6 台) 31,740  

HOT3500 系変速機（注 2）（3 台） 20,940  
小計 52,680  
合計 246,480  

※主な修繕及び主な設備投資については、10,000 千円以上の工事を記載しています。 
注１：ATS－P(自動列車停止装置 P 形)は、列車の速度を連続的にチェックし、停止(赤)信号や制限速度

を超えて異常な運転をされることの無いよう自動でブレーキをかけて停止、減速させる装置 
注 2：オートマチックトランスミッション 

５５   主主 なな 企企 画画 きき っっ ぷぷ のの 発発 売売 状状 況況 等等   
JR 西 日 本 と 連 携 の 企 画 き っ ぷ の 「 東 京 往 復 割 引 き っ ぷ 」 の 発 売 状 況 は 、 前 年 同 期 を 上 回

り 、 令 和 ６ 年 度 累 計 に お い て は 12.3％ の 増 と な り ま し た 。  
智 頭 急 行 独 自 の 企 画 き っ ぷ に つ い て は 、 普 通 列 車 で 通 年 ご 利 用 可 能 な 「 智 頭 線 普 通 列 車

1 日 乗 車 券 」 が 、 前 年 度 と 同 じ 発 売 枚 数 で 推 移 し ま し た 。 そ の 他 の 「 優 ユ ウ き っ ぷ 」、「 特
殊 回 数 乗 車 券 」 は 、 い ず れ も 前 年 度 を 上 回 り ま し た が 、「 楽 ラ ク き っ ぷ 」 は 前 年 度 を 下 回 り
ま し た 。  

（ 1） JR 西 日 本 と 連 携  
従 来 の 特 別 企 画 き っ ぷ （ カ ッ コ 内 は 令 和 ５ 年 度 比 ）  

企 画 き っ
ぷ  第 1四 半 期  第 2四 半 期  第 3四 半 期  第 4四 半 期  令和６年度

累 計 前年度からの増減 

東 京 往 復  
割 引 き っ
ぷ  

467 枚 
(129.0%) 

447 枚 
(114.0%) 

534 枚 
(111.0%) 

464 枚 
(99.4%) 

1,912 枚 
(112.3%) 210枚  

 

 

 

 主な工事 金額 補助事業 
線路 尾見・馬々瀬高架橋修繕他 40,500 補 

平福・恋山形駅間ロングレール交換 12,150 補 
上郡・智頭間レール細密検査 10,710  
智頭トンネル路盤修繕 22,614  

小計 85,974  
車両 HOT7000 冷房装置整備工事 23,730  

HOT3500 系重要部検査工事 24,365  
小計 48,095  
合計 134,069  
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７７   利利 用用 促促 進進 にに 向向 けけ たた 取取 組組 みみ にに つつ いい てて   
   11 月 1 日より、レシップ株式会社が運営しているスマホ乗車券アプリ「QUICK RIDE」を導入し、「智

頭線普通列車１日乗車券」「普通回数券」「定期券」の取扱いを開始し、キャッシュレス化を推進するととも
に、智頭急行開業 30 周年を記念した事業としてプレミアムハザ（スーパーはくとの助士席の体験事業）は
募集開始からわずかな時間で完売するなど好評でした。また、tabiwa トラベル限定でスーパーはくと号の
由良駅までの特別乗車プランを発売や期間限定で特別デザインの 1 日乗車券を発売し、沿線イベントとも
連携し、利用促進を図りました。 
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７７   利利 用用 促促 進進 にに 向向 けけ たた 取取 組組 みみ にに つつ いい てて   
   11 月 1 日より、レシップ株式会社が運営しているスマホ乗車券アプリ「QUICK RIDE」を導入し、「智

頭線普通列車１日乗車券」「普通回数券」「定期券」の取扱いを開始し、キャッシュレス化を推進するととも
に、智頭急行開業 30 周年を記念した事業としてプレミアムハザ（スーパーはくとの助士席の体験事業）は
募集開始からわずかな時間で完売するなど好評でした。また、tabiwa トラベル限定でスーパーはくと号の
由良駅までの特別乗車プランを発売や期間限定で特別デザインの 1 日乗車券を発売し、沿線イベントとも
連携し、利用促進を図りました。 

  

  

－ 51 －

（３）智頭急行株式会社



－ 52 －

（３）智頭急行株式会社



 

  

 

株株
  主主

  資資
  本本

  等等
  変変

  動動
  計計

  算算
  書書

令
和

６
年

４
月

１
日

か
ら

令
和

７
年

３
月

３
１

日
ま

で

（
単

位
：

円
）

株
主

資
本

資
本

剰
余

金
利

益
剰

余
金

当
期

末
残

高

前
期

末
残

高

当
期

変
動

額

剰
余

金
の

配
当

積
立

金
の

積
立

役
員

賞
与

の
支

給

過
年

度
税

効
果

調
整

額

当
期

純
損

益

当
期

変
動

額
合

計

剰
余

金
の

配
当

に
伴

う
利

益
準

備
金

の
積

立
て

純純
資資

産産
合合

計計
利

益
準

備
金

そ
の

他
利

益
剰

余
金

別
途

積
立

金

自
己

株
式

株株
主主

資資
本本

合合
計計

繰
越

利
益

剰
余

金

26
3,

58
0,

48
1

30
,0

00
,0

00
13

0,
00

0,
00

0

評
価

・
換

算
差

額
等

新
株

予
約

権

0

固
定

資
産

圧
縮

積
立

金

0
0

2,
36

0,
00

0,
00

0
2,

54
0,

00
0,

00
0

16
3,

16
1,

89
3

45
0,

00
0,

00
0

0
0

2,
39

0,
00

0,
00

0
2,

70
0,

00
0

2,
67

0,
00

0,
00

0
0

△
 1

60
,0

00
,0

00

13
0,

00
0,

00
0

0

資
本

金

45
0,

00
0,

00
0

0

0
0

0
30

,0
00

,0
00

0

資
本

準
備

金

0

そ
の

他
資

本
剰

余
金

2,
70

0,
00

0

26
3,

58
0,

48
1

0
10

3,
58

0,
48

1

26
6,

74
2,

37
4

0

5,
77

9,
44

2,
37

4
0

00 00

5,
77

9,
44

2,
37

400 00

0

26
3,

58
0,

48
1

0

0

26
3,

58
0,

48
1

26
3,

58
0,

48
1

5,
51

5,
86

1,
89

3
5,

51
5,

86
1,

89
3

－ 53 －

（３）智頭急行株式会社



 

個 別 注 記 表 
 
１  重要 な会計 方針に 係る事 項 に 関 す る 注 記  

（ 1） 資 産の評 価基準及 び評価 方 法  
①  有価 証券の 評価基 準及び 評 価 方 法  

移 動平均 法に基 づく原 価法  
②  棚卸 資産の 評価基 準及び 評 価 方 法  

最 終仕入 原価法 
（ 2） 固 定資産 、繰延資 産の減 価 償 却 の 方 法  

①  有形 固定資 産 
定 率法を 採用し ていま す。  
た だし、 平成 10年 4月 1日 以 降 に 取 得 し た 建 物 （ 建 物 附 属 設 備 を

除 く。） 並びに 平成28年 4月 1日 以 降 に 取 得 し た 建 物 附 属 設 備 及 び
構 築物に ついて は定額 法を 採 用 し て い ま す 。  

②  無形 固定資 産 
定 額法を 採用し ていま す。  

③  繰延 資産 
法 人税法 の規定 による 定額 法 を 採 用 し て い ま す 。  

（ 3） 消 費税等 の会計処 理 
消 費税等 の会計 処理は 税抜 方 式 を 採 用 し て い ま す 。  

 
２  貸借 対照表 に関す る注記  

有 形 固定 資産 の 減価償 却累計 額        13,288,079,877円 
 
３  株主 資本等 変動計 算書に 関 す る 注 記  

（ 1）当該 事業年 度の末 日にお け る 発 行 済 株 式 の 数      9,000株  
 
４  １株 当たり 情報に 関する 注 記  

（ 1）１ 株 当た りの純 資 産額              642,160円 
(2）１ 株当 たりの 当期 純損益               29,287円 
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令令 和和 77 年年 度度 事事 業業 計計 画画   
 
令 和 6 年 度 は 中 期 経 営 計 画 2028 の 初 年 度 と し て 、 安 全 を 最 優 先 と す る 企 業 風 土 の 構 築 に

努 め 、「 安 全 な 鉄 道 」「 愛 さ れ る 鉄 道 」「 健 全 な 会 社 経 営 」 に 重 点 を お き 取 り 組 み 、 2 年 目 と
な る 令 和 7 年 度 は 引 き 続 き 初 年 度 の 取 り 組 み の 深 度 化 を 図 り ま す 。  

 
(１ ) 安 全 な 鉄 道  

中 期 経 営 計 画 2028 で は 、 ヒ ュ ー マ ン エ ラ ー に 起 因 す る 事 故 を 起 こ さ な い 会 社 作 り を 目
指 し て 、 ヒ ュ ー マ ン フ ァ ク タ ー を 理 解 す る 取 り 組 み を 行 う こ と と し て い ま す 。  

令 和 6 年 度 は JR 西 日 本 安 全 研 究 所 か ら 講 師 を 招 き 、 ヒ ュ ー マ ン フ ァ ク タ ー の 考 え 方 、
人 間 の 特 性 に つ い て 研 修 を 行 い ま し た 。 令 和 7 年 度 は 、 引 き 続 き ヒ ュ ー マ ン フ ァ ク タ ー の
視 点 で 鉄 道 の 安 全 性 向 上 に 取 り 組 み ま す 。  

①  狭 義 の エ ラ ー と 不 安 全 行 動 の 理 解  
ヒ ト (私 た ち )は ヒ ュ ー マ ン エ ラ ー を 避 け る 事 は 出 来 ま せ ん が 、 ヒ ト (私 た ち )の 行 動

に 影 響 を 与 え て い る 要 因 に つ い て 、 ヒ ュ ー マ ン フ ァ ク タ ー の 視 点 で ど の よ う な 要 因 が
あ り 、 ど う 関 わ り 、 ど う 影 響 を 受 け る の か 、 引 き 続 き ヒ ト の 特 性 を 知 る 教 育 を 行 い ま
す 。  

②  エ ラ ー 分 析  
ヒ ュ ー マ ン エ ラ ー は 「 結 果 」 で あ り 「 原 因 」 で は な い と い う 視 点 に 立 っ て ヒ ヤ リ ・

ハ ッ ト を 収 集 し 、 記 録 ・ 分 析 し 対 策 す る た め に ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト の 定 義 を し っ か り 理 解
し 、 設 備 の 改 修 や ル ー ル の 変 更 な ど で エ ラ ー を 防 ぐ こ と が 出 来 る よ う 取 り 組 み ま す 。  

③  異 常 時 の 対 応 力 向 上  
お 客 様 に 安 心 、 信 頼 し て ご 利 用 頂 く た め に は 、 災 害 や 事 故 等 発 生 時 の 対 応 力 向 上 と

関 係 機 関 と の 連 携 が 重 要 で す 。 各 種 訓 練 等 に よ る 社 員 相 互 間 の 連 携 、 関 係 機 関 と の 合
同 訓 練 等 に よ る 連 携 強 化 に 取 り 組 む こ と に よ り 社 員 の 対 応 力 向 上 を 図 り ま す 。  

(２ ) 愛 さ れ る 鉄 道  
地 域 の 足 と し て 愛 さ れ る 会 社 で あ り 続 け る た め に 、 お 客 様 、 地 域 の 皆 様 、 社 員 が 小 さ な

幸 福 感 を 感 じ ら れ る 会 社 づ く り を 目 指 し て 取 り 組 み ま す 。  
①  お 客 様 の た め に 動 く  

お 客 様 に 小 さ な 幸 福 感 を 感 じ て い た だ く た め に は 、 社 員 全 員 が CS に 取 り 組 む 必 要
性 と 価 値 を 理 解 す る こ と が 重 要 で す 。 接 遇 研 修 を 通 じ て 「 相 手 を 大 切 に 思 う 気 持 ち で
接 す る こ と 」 の 重 要 性 の 理 解 に 努 め 、 お 客 様 に 信 頼 感 を 与 え る 表 現 方 法 を 身 に 付 け る
こ と に 取 り 組 み ま す 。  

②  地 域 と と も に 動 く  
地 域 の 皆 様 に 小 さ な 幸 福 感 を 感 じ て い た だ く た め に は 、 地 域 の 皆 様 と と も に 智 頭 線

の 活 性 化 に 取 り 組 む こ と が 重 要 で す 。 沿 線 自 治 体 、 観 光 協 会 等 と 連 携 し 、 因 幡 街 道 三
宿 （ 平 福 、 大 原 、 智 頭 ） 等 の 沿 線 の 観 光 資 源 等 を 活 か し た 域 外 か ら の 誘 客 を 図 り ま
す 。  

③  社 員 が 自 ら 動 く  

 

個 別 注 記 表 
 
１  重 要 な 会 計 方 針 に 係 る 事 項 に 関 す る 注 記 

（ 1） 資 産 の 評 価 基 準 及 び 評 価 方 法  
①  有 価 証 券 の 評 価 基 準 及 び 評 価 方 法  

移 動 平 均 法 に 基 づ く 原 価 法  
②  棚 卸 資 産 の 評 価 基 準 及 び 評 価 方 法  

最 終 仕 入 原 価 法  
（ 2） 固 定 資 産 、 繰 延 資 産 の 減 価 償 却 の 方 法 

①  有 形 固 定 資 産  
定 率 法 を 採 用 し て い ま す 。  
た だ し 、 平 成 10年 4月 1日 以 降 に 取 得 した 建物（ 建物附 属設備 を

除 く 。 ） 並 び に 平 成 28年 4月 1日 以 降 に 取 得した 建物附 属設備 及び
構 築 物 に つ い て は 定 額 法 を 採 用 し て い ます 。 

②  無 形 固 定 資 産  
定 額 法 を 採 用 し て い ま す 。  

③  繰 延 資 産  
法 人 税 法 の 規 定 に よ る 定 額 法 を 採 用 してい ます。 

（ 3） 消 費 税 等 の 会 計 処 理  
消 費 税 等 の 会 計 処 理 は 税 抜 方 式 を 採 用して います 。 

 
２  貸 借 対 照 表 に 関 す る 注 記  

有 形固定 資産 の 減価償 却累計 額        13,288,079,877円 
 
３  株 主 資 本 等 変 動 計 算 書 に 関 す る 注 記  

（ 1）当 該 事 業 年 度 の 末 日 に お け る 発 行 済 株 式の数      9,000株  
 
４  １ 株 当 た り 情 報 に 関 す る 注 記  

（ 1）１ 株 当 た り の 純 資 産 額               642,160円  
(2）１ 株 当 た り の 当期 純 損 益               29,287円 
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社 員 が 小 さ な 幸 福 感 を 感 じ る た め に は 、 働 き や す い 環 境 の 整 備 と 合 わ せ 、 社 員 の 意 見
が 取 り 組 み に 反 映 さ れ る こ と も 重 要 で す 。 カ ス タ マ ー ハ ラ ス メ ン ト に 対 す る 基 本 方 針 の
宣 言 を 行 い 、 マ ニ ュ ア ル の 作 成 、 社 員 へ の 周 知 を 行 い ま す 。  

(３ ) 健 全 な 会 社 経 営  
将 来 に わ た り 事 業 継 続 が 可 能 な 会 社 づ く り を 目 指 し 、 業 務 の 進 め 方 の 見 直 し な ど に よ

り 、 作 業 の 効 率 化 や 経 費 削 減 の 取 組 み を 推 進 し ま す 。 ま た 、 4 月 か ら 開 催 さ れ る 大 阪 ・ 関
西 万 博 等 に 向 け 集 客 を 図 り 、 収 入 の 安 定 確 保 に 努 め る と と も に 、 車 両 更 新 の 検 討 を 進 め ま
す 。  

① コ ス ト 意 識 を 高 め る  
継 続 し た 事 業 運 営 を 行 う た め に は 、 業 務 の 進 め 方 の 見 直 し 、 作 業 の 効 率 化 及 び 経 費

の 削 減 が 重 要 で す 。 初 年 度 は 社 員 一 人 ひ と り が 更 に コ ス ト 意 識 を 持 ち 、 作 業 方 法 の 見
直 し な ど 生 産 性 の 向 上 に 努 め る と と も に 、 国 、 自 治 体 の 補 助 金 等 を 積 極 的 に 活 用 し 、
実 質 的 な 経 費 及 び 固 定 資 産 税 の 軽 減 に 努 め ま す 。  

② 稼 ぐ 力 の 強 化  
4 月 か ら 開 催 さ れ る 大 阪 ・ 関 西 万 博 等 に 向 け 、 関 係 箇 所 と 連 携 し て 集 客 を 図 り ま

す 。 ま た 、 30 周 年 記 念 事 業 で 好 評 を 得 た 事 業 を 引 き 続 き 実 施 し て 集 客 を 図 る と と も
に 、 収 益 に つ な が る 事 業 開 発 を 進 め ま す 。   
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１１   令令 和和 77 年年 度度   収収 支支 見見 込込   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（ １ ） 営 業 収 益  

営 業 収 益 は 、 4 月 か ら 開 催 さ れ る 大 阪 ・ 関 西 万 博 等 に よ り 、 令 和 7 年 度 の ス ー パ ー は く と
号 の 輸 送 人 員 は 、 令 和 6 年 度 見 込 み の 約 111％ 、 ス ー パ ー い な ば 号 の 輸 送 人 員 は 令 和 6 年 度
見 込 み の 100％ 、 特 急 列 車 の 輸 送 人 員 の 合 計 は 年 度 を 通 じ て 約 108％ の 79.7 万 人 (前 年 度 の
6.1 万 人 増 )で 、旅 客 運 輸 収 入 は 前 年 度 (令 和 6 年 度 決 算 見 込 み )を 106 百 万 円 上 回 り 、受 取 車
両 使 用 料 等 の 減 等 に よ り 運 輸 雑 収 が 前 年 度 を 59 百 万 円 下 回 り 、 合 計 の 営 業 収 益 は 前 年 度 か
ら 48 百 万 円 増 額 す る 見 込 み で す 。  

（ ２ ） 営 業 費 用  
営 業 費 用 は 、 将 来 に わ た っ て 必 要 な 人 材 を 確 保 す る た め 人 件 費 が 前 年 度 か ら 34 百 万 円 増

額 、軽 油 単 価 の 上 昇 な ど で 動 力 費 が 前 年 度 か ら 33 百 万 円 増 額 、HOT7000 系 雨 漏 れ 対 策 等 の
令 和 6 年 度 か ら 先 送 り と な っ た 工 事 、車 両 部 品 等 の 修 繕 に 伴 う 修 繕 費 が 前 年 度 か ら 148 百 万
円 増 額 な ど に よ り 、 合 計 の 営 業 費 用 は 前 年 度 か ら 207 百 万 円 増 額 す る 見 込 み で す 。  

（ ３ ） 営 業 損 益 ・ 経 常 損 益  
営 業 損 益 は ２ 百 万 円 と 前 年 度 か ら 160 百 万 円 の 減 益 、 経 常 損 益 は 6 百 万 円 と 162 百 万 円

の 減 益 と な る 見 込 み で す 。  
経 常 損 益 は 、 令 和 ５ 年 度 か ら ３ 年 連 続 の 黒 字 を 見 込 み ま す 。  

  

区   分  
令 和 ５ 年 度  

決 算 額  
令 和 6 年 度  

決 算 額  
令 和 ７ 年 度  

見 込 額  
差   額  

(令和７年度-令和６年度) 

営 業 収 益  2,470,842 2,714,268 2,761,877 47,609 

 
旅客運輸収入 1,156,428 1,337,014 1,443,187 106,173 
運 輸 雑 収 1,314,414 1,377,254 1,318,690 △ 58,564 

営 業 費 用  2,389,077 2,552,202 2,759,479 207,277 

 

人 件 費 514,174 565,860 600,197 34,337 
修 繕 費 789,020 855,558 1,003,326 147,768 
動 力 費 331,218 366,971 399,821 32,850 
経 費 423,653 431,036 411,911 △ 19,125 
諸 税 55,697 51,268 50,111 △ 1,157 
減価償却費 275,315 281,509 294,113 12,604 

営 業 損 益 81,765 162,066 2,398 △ 159,668 

営業外収益 6,711 14,410 8,777 △ 5,633 
営業外費用 3,871 8,438 5,038 △ 3,400 

経 常 損 益 84,605 168,038 6,137 △ 161,901 

特 別 利 益 172,238 108,623  80,462 △ 28,161 
特 別 損 失 64,667 7,019 —  △ 7,019 

税引前当期純損益 192,176 269,642 86,599 △ 183,043 

（ 単 位 ： 千 円 ）  
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が 取 り 組 み に 反 映 さ れ る こ と も 重 要 で す 。 カ ス タ マ ー ハ ラ ス メ ン ト に 対 す る 基 本 方 針 の
宣 言 を 行 い 、 マ ニ ュ ア ル の 作 成 、 社 員 へ の 周 知 を 行 い ま す 。  

(３ ) 健 全 な 会 社 経 営  
将 来 に わ た り 事 業 継 続 が 可 能 な 会 社 づ く り を 目 指 し 、 業 務 の 進 め 方 の 見 直 し な ど に よ

り 、 作 業 の 効 率 化 や 経 費 削 減 の 取 組 み を 推 進 し ま す 。 ま た 、 4 月 か ら 開 催 さ れ る 大 阪 ・ 関
西 万 博 等 に 向 け 集 客 を 図 り 、 収 入 の 安 定 確 保 に 努 め る と と も に 、 車 両 更 新 の 検 討 を 進 め ま
す 。  

① コ ス ト 意 識 を 高 め る  
継 続 し た 事 業 運 営 を 行 う た め に は 、 業 務 の 進 め 方 の 見 直 し 、 作 業 の 効 率 化 及 び 経 費

の 削 減 が 重 要 で す 。 初 年 度 は 社 員 一 人 ひ と り が 更 に コ ス ト 意 識 を 持 ち 、 作 業 方 法 の 見
直 し な ど 生 産 性 の 向 上 に 努 め る と と も に 、 国 、 自 治 体 の 補 助 金 等 を 積 極 的 に 活 用 し 、
実 質 的 な 経 費 及 び 固 定 資 産 税 の 軽 減 に 努 め ま す 。  

② 稼 ぐ 力 の 強 化  
4 月 か ら 開 催 さ れ る 大 阪 ・ 関 西 万 博 等 に 向 け 、 関 係 箇 所 と 連 携 し て 集 客 を 図 り ま

す 。 ま た 、 30 周 年 記 念 事 業 で 好 評 を 得 た 事 業 を 引 き 続 き 実 施 し て 集 客 を 図 る と と も
に 、 収 益 に つ な が る 事 業 開 発 を 進 め ま す 。   
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（ 参 考 ）  
（ 単 位 ： 千 円 ）  

 記 事 

収
入
の
要
因  

特 急 列 車 当 初 見 込 輸 送 人 員  79.7 万 人 (令 和 6 年 度 輸 送 人 員 の 約 108％ ) 
車 両 の 減 価 償 却 費 の 減  

支
出
の
要
因  

動 力 費 軽 油 価 格 の 高 騰 等 に よ り 33 百 万 円 増  
修 繕 費 車 両 の 雨 漏 れ 対 策 工 事 等 の 一 部 先 送 り の 工 事 、 車 両 部 品 等 の 修 繕 等  

に よ り 148 百 万 円 増  

投
資  

投 資 令 和 7 年 度 計 画  信 号 機 機 構 の 取 替 え 28 百 万 円 増  
（ 令 和 6 年 度 実 施  駅 自 動 放 送 装 置 の 更 新 86 百 万 円 減 ）  
設 備 投 資 の 減 少 に よ り 61 百 万 円 減  
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２２   令令 和和 77 年年 度度   投投 資資 ・・ 修修 繕繕 計計 画画   

＊ 令 和 6 年 度 実 績 見 込 及 び 令 和 7 年 度 計 画 は 、 令 和 ７ 年 1 月 時 点 で の 見 込 額 で 、 今 後 の 旅
客 状 況 や 費 用 の 動 向 次 第 で は 必 要 に 応 じ て 見 直 し を 行 い ま す 。  

＊ 補 は 令 和 6 年 度 補 正 で 採 択 さ れ た も の で す 。  
 

（ 単 位 ： 百 万 円 ）  

区 分  令和６年度 
実 績 

令 和 ７ 年 度 計 画  
小 計  増 減 額  主 な 内 容  金 額  補 助 金  

線
路  

投 資  
 

2 
 

1 
 

△1 
 

マ ル チ プ ル タ イ タ ン パ 照 明 LED 化  1 
 

 
修 繕  121 191 

 
70 

 
高 架 橋 修 繕  54 

 
補  

 ト ン ネ ル 修 繕  10 補  
レ ー ル 更 換  17 補  
分 岐 器 部 品 更 換  5 補  
ホ ー ム 修 繕  6 補  
そ の 他  99  

小 計  123 192 69    
電
気  

投 資  232 170 △62 ATS-P 装 置 (自 動 列 車 停 止 装 置 )更 新  59 補  
 信 号 機 構 取 替 、 LED 化  28 補  

⾧ 大 軌 道 回 路 装 置 更 新  32 補  
CTC 駅 装 置 修 繕  5 補  
電 気 転 て つ 機 修 繕  9 補  
電 気 融 雪 器 制 御 盤 修 繕  17 補  
そ の 他  20  

 修 繕  18 20 2 電 気 設 備 検 修  10  
そ の 他  10  

小 計  250 190 △60    
車
両  

投 資  
 
 

70 79 9 エ ン ジ ン 取 替 (特 急 ) 47  
自動放送装置、モニタ設定ロム改修（特急） 3 

 
 

変 速 機 取 替 (普 通 ) 22  
前 頭 映 像 記 録 装 置 (普 通 ) 7  

修 繕  702 777 75 定 期 検 査 (特 急 ) 279  
臨 時 検 査 (特 急 ) 36  
冷 房 装 置 点 検 ・ 修 繕 (特 急 ) 24  
推 進 軸 取 替 (特 急 ) 7  
定 期 検 査 (普 通 ) 27  
屋 根 ロ ー ン 施 工 (特 急 ) 27  
そ の 他  377  

小 計  772 856 84    
そ
の
他  

投 資  33 26 
 

△7    
修 繕  15 15 0    
小 計  48 41 △7    

計  
投 資  337 276 

 
△61 

 
   

修 繕  856 1,003 147 
 

   
小 計  1,193 1,279 86    
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